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▌はじめに

　ご紹介にあずかりました、京都大学学術研究支援室、通称KURAと言って

いますが、KURAの稲石です。本日のお話は異分野融合ということが一つ

テーマになっていますが、これ、学際と言ったり文理融合と言ったり、あるい

は分野横断、異分野連携と様々な言い方があって、微妙にそれぞれニュアンス

が違ってくると思うのですが、今日はまた他の方のお話にも出てきますし、説

明しだすと長くなってしまいますので、割愛して進めさせていただきます。

　本日のお話ですが、大きく分けて三つのカテゴリーで進めたいと思います。

一つは、先ほど中野さんからご紹介のありました京都大学の学内ファンド、

SPIRITS の事例に関して。2番目は、学内にユニットと称されるものがあるの

で、それがどのようなものかという紹介と、その傾向。3番目に関しては、今

後に向けて人社系はどのように取り組んでいったらいいのかということがお話

しできればと思っております。

▌SPIRITS：Supporting Program for Interaction-based Initiative Team Studies

　最初に、SPIRITS ですが、この学内ファンドは、京都大学の研究大学強化

促進事業の一環としてやっています。学際・国際・人際融合事業「知の越境」

融合チーム研究プログラムで SPIRITS と言っていますが、今、三つの区分で

募集を行っています。一つは国際型、2番目にあるのが今日お話しする学際

型、3番目が産官学共創型です。2019 年度より、この三つのカテゴリーに対し

て「人文知の未来形発信」重点領域の応募枠というのも設置されています。

　最初、2013 年度に立ち上げたときには、学際型・国際型でスタートしまし
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た。5 年ほどたってから産官学共創型というのがスタートしています。更に、

指定国立大学の採択を受けて、人社未来形発信ユニットが発足しましたので、

それに合わせて 2019 年度に人文知の未来形発信の重点支援がスタートしてい

ます。

　KURAとしてのかかわり方は大きく分けて二つあります。一つが運営で、

もう一つが支援、個別の支援になります。2013 年度当時から、制度設計とプ

ログラム運営はKURAが担っています。審査は別に研究者の方々がされるの

ですが。支援も 2013 年度の当初から情報提供、チーム形成支援といった申請

時の支援と、プロジェクトが採択されてからの伴走支援を行っています。た

だ、支援の内訳については変遷がありまして、2013 年度からしばらくは、

URAがプロジェクトコーディネーターとしてチームメンバーにあらかじめ

入っていることが前提となっていました。特に 2013 年度の初年度は、必ず

URAを入れるよう義務付けられていましたが、URAの果たす役割がまちま

ちだったこともあり、2016 年度からプロジェクトコーディネーターとして

URAが入るのはマストではなく、入らない場合は窓口URAというのを配置

しています。さらに、2019 年度からは申請書のブラッシュアップは行わない

と明記するようになりました。それ以前は、部局URAが結構支援していたの

ですが。また、公募要領にURAによる具体的支援について内訳を掲載し、採

択後に全プロジェクトに窓口URAを配置するような形になっています。この

ように、URAの役割のうち、支援のほうに関しては試行錯誤が何段階かあり

ました。全体の整理に関してはこのような形です。スライド 4ページにまとめ

てあります。

　スライド 5ページが、学際型の SPIRITS に関して、採択課題の中で人社系

研究が含まれているものをリストアップしたものです。現段階で 10 件ぐらい

しかないのですが、この表で色分けしてあるのが、プロジェクト側が設定した

キーワードで、人社系研究分野、学際的な研究分野、自然科学系研究分野、社

会貢献的な取組で色分けしています＊1。

　もう一つ、スライド 6ページが産官学共創型と人社重点支援をリストアップ

したものです。産官学共創型に関してはそのカテゴリーだけのものもあります
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が、人社重点支援に関して言えば、人社重点支援の国際型、人社重点支援の学

際型という感じで、人社重点支援だけで完結するのではなく、三つあるカテゴ

リーに人社重点支援というのがかぶさっているというふうにお考えください。

こちらも、傾向に関してキーワードを色分けしてあります。

　これらに関して簡単な分析を行うと、SPIRITS の学際型で今まで全 42 件が

採択されていますが、そのうち人社系研究が入っているものが 10 件で、全体

の割合としては 24％程度です。新しいカテゴリーの産連に関しては、産連全

体で 7件採択のうち 3件人社系が採択されていて、こちらは学際と比べるとも

う少し割合的に多いです。学際は全体としては、例えば理系の異なる分野で学

際研究をしているような例も多く、4分の 3ぐらいがそのタイプですので、理

系と文系の両者でやっているものは 4分の 1ぐらいとお考えください。

　キーワードから見える傾向としては、一つはもともと学際的な学問領域とい

うのが一定数あるということ。例えばELSI 系のものや科学史などは、科学が

関係するものに史学といった人社系の研究テーマが合わさっている学際領域的

なものです。あと、社会貢献や社会実装、アウトリーチといったものを目指し

ているケースが多い。テーマ的にはELSI、高齢化社会、あとは、データベー

ス、アーカイブ、デジタル・ヒューマニティーズなど、情報学系のものが比較

的多いです。人社系の分野としては、公共政策や経済という社会科学はやはり

入ってくるのですが、人文学に関しても結構多くて、ELSI 系の倫理学に限ら

ず、史学や哲学も入っています。京大の特徴としては、防災研究所があるため

か、防災分野が入ってくる。防災に関しては、公共政策、都市づくりやまちづ

くりといったことも関わってくるので、政策的な面も含めて入ってきている。

あと、京大の SPIRITS の特徴と言えると思いますが、3件ぐらい宇宙関連の

ものが入っています。具体的にどのような研究かというと、例えば、宇宙人と

ファーストコンタクトしたときにどのように接するべきか、文化人類学の知見

を応用して考えるといった、少し倫理・哲学的なものなどが含まれています。

　以上が傾向ですが、URAの果たす役割をここでご説明しておきたいと思い

ます。伴走支援の例ということで、一つの例を挙げています。SPIRITS の学

際型で、今で言うELSI の研究で採択された先生の例です。何年後かに他の先
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生が代表の国際型 SPIRITS の 1 チームとしてこの先生の研究チームが、再

度、SPIRITS に採択されています。他にもこの先生に関しては、民間助成財

団への申請、国際シンポジウムの学内申請や報告、科研費の国際共同研究など

も支援して採択されています。ちょうど、今年から JST-RISTEXの ELSI 関

連プログラムが新しく始まりましたが、そちらもこの先生として採択されてい

ます。このように何年かがかりで外部資金の獲得支援を中心に支援を続けてい

ます。この SPIRITS の学際型の終了後の目的の一つに、研究費で比較的規模

の大きなものに採択されるというのがありますので、その目的に合わせる形で

支援を行っているという例です。

　次に伴走支援で果たす役割についてご説明したいと思います。スライド 9

ページになります。申請時、支援中、終了時、終了後と大きく分けましたが、

申請時は、研究者の紹介ですとか SPIRITS 自体の趣旨説明、情報提供。支援

中は、広報に関する支援ですとか、支援中に発生する外部資金の申請支援、派

生事業に関する研究者の紹介、KURAの他の事業への紹介や連携というのも

あります。KURAの URAは人数が多いので、スケールメリットを利用し

て、例えば国際関係のURAを紹介したり、産連担当URAに紹介したり、企

画、広報URAのほうに紹介したり、文系以外の他地区のURAの人に紹介し

たりということで、活動の幅を広げるのに役立っていると思います。あと、終

了時は、報告書の作成などがありますが、先ほどの伴走支援の例のように新し

い外部資金をとりに行くときなど、チーム形成時に支援したり、学内の他の組

織の紹介などもしています。

　スライド 10 ページには、学際研究のメリットと、URAに求められている

ことが書いてありますが、これは、昨年度、「人文知の未来形発信」重点領域

関連セッション、先ほどご説明差し上げた人社重点領域のセッションで、「学

際フロンティア SPIRITS」というパネルディスカッションを実施した時に出

たご意見です。SPIRITS の学際型を文系でとられている先生にご登壇いただ

いた際にお伺いしたものですが、学際研究は社会的波及効果のあるものが多い

のと、プロジェクトからの派生が多く、SPIRITS をとっているときだけでは

なく、その後にいくつかの派生の研究が発生して活動の可能性が広がったとい
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うのが大なメリットのようです。URAに求められることとして、一つは学際

研究の評価の難しさをどう考えるか。自分の専門の領域だったら、その分野の

ジャーナルに出して、評価されることが重要だけれど、学際の場合は成果をど

こに出していくかという評価の難しさ、学際であるがゆえの難しさというのが

あると思います。これは今日、押海さんのほうからもお話しいただければなと

思っています。もう一つは、接点のない分野の研究者をつなぐ機能ですね。

コーディネーターとしての機能。あとは、情報発信の仕方、市民とのコミュニ

ケーションのとり方ということで、広報的なこともニーズとして上がってきま

した。

▌学内ユニット

　次に、学内ユニットに関して。この学内ユニットは、学際融合教育研究推進

センターというところに置かれています。この学際センターですが、今日この

後のセッションで 100 人論文のセッションがありますが、その 100 人論文を立

ち上げた宮野公樹先生が所属されているセンターです。100 人論文のほかに

も、このユニット制度ですとか、分野横断プラットフォーム構築事業など、学

際に関する幾つかの施策を実施しているところです。そこのユニット制度を今

日は少しご紹介したいと思います。まずユニットとライトユニットという 2種

類がありまして、ユニットのほうは、学際的なメンバーから成る研究教育グ

ループをユニットと称しています。大学の正式組織として認定しているもので

すが、学際センターはその設置承認と制度的補助をしています。ライトユニッ

トのほうは、名前のごとく、もう少しライトなもので、柔軟な研究会グループ

として位置づけられています。学際センターがライトユニットの呼称を付与す

るような形で、学内的身分を与えているというものです。詳しくは学際セン

ターのウェブサイトがリニューアルされて、かなりいろいろな事例が挙がって

いますので、ぜひご覧ください。

　これも先ほどの SPIRITS と同じように、どこの分野でこのユニットが組ま

れているかというのがホームページに載っています。例えば、心理学、教育

学、医学、情報学、霊長類学のように。それを分野と部局を色分けしていく
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と、また少し傾向が見えてきます。スライド 13〜16 ページにまとめました。

まず、学内ユニットでどうして今あるものが立ち上がっているかというと、

COEやリーディング大学院、SGU、COI、世界展開力等々の部局横断型の中

大規模外部資金に申請するときにその活動を契機にユニットが形成されていま

す。学内で分野横断的な、部局横断的なものということで位置づけて承認して

いくというものです。SPIRITS を契機としてユニットが組まれたものも中に

はあります。人文系よりも社会科学系のものが多いというのが文系に関する特

徴で、また、地域研究系が多いのと、先ほどの例で言うと、学際分野を中心と

した部局自体が多いということもあります。傾向としては、何かしら文系の分

野が関わっているユニットの割合が 38 件中 27 件。ライトユニットに関して

は、全ての分野と銘打っているものも多いせいで、10 件中 9件に文系が入っ

ています。傾向としては、心理学、教育学、あと、経済学、経営管理など、先

ほど言ったように社会科学系が多いのと、京大の強みとして地域研究系のもの

が多い。テーマとしては、先ほど SPIRITS で上がってきたのと同じで、高齢

化社会と防災ですね。ほかには環境問題、あと広くて、SDGs、フューチャー

アースといったものが多いのと、最近の人工知能（AI）とか、SPIRITS のと

きはデジタル・ヒューマニティーズ、アーカイブがありましたが、もっと広く

データサイエンス系のものがあります。こういった傾向が見えてくる。

▌今後に向けて

　このような傾向を踏まえて、最後に今後に向けてということでお話ししたい

と思います。スライドは 19 ページです。これは、文部科学省の科学技術・学

術審議会学術分科会人社系ワーキングの審議まとめから引用したものですが、

人社系についてはなかなか学際難しいねと言われているその課題が、ここに集

約されている気がしたので挙げさせていただきました。連携・協働という本来

手段であるはずの事それ自体が目的化してしまっているというのが 1点。比較

的解決しやすい問題に傾いていって、本来意図するスケール感が失われてい

る、スケールが少し小さいものがどうしてもやりやすいというので増えるとい

うのが 2点目。あと、自然科学による問題設定が主導する形となって人文学・
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社会科学の研究者が自身の専門性との関連においてインセンティブを持ちにく

いことなどが挙げられる。ここも後で岸本先生にぜひお話をお伺いしたいとこ

ろですが、そもそも本来の目的や解決すべき課題は何かというところをやはり

考えていかなければいけない。ただ学際やろうねということ、学際をどうすれ

ばいいのか、プラットフォームづくりをどうするかということの前に、目的や

課題が何かということの見極めが人社系としてはとても重要ではないかなと

思っています。

　そのようなことを考えて、幾つかの段階を考案しました。スライド 20 ペー

ジになります。

　まず、最初の段階として、学際・文理融合に限らず幅を広げて考える。学術

的成果のみにとどまらないで、産官学連携ですとか地域連携、社会連携なども

視野に入れて、共創研究という視点で考える。昨日の個人発表でも学際の例を

挙げて発表されている方々が結構多くて、産連などのご発表も、異分野融合と

いう観点でやってらっしゃるものが多かった。そういうことも視野に入れて

いったほうがいいのではというのが一つ。第 2段階として、先ほど言った現在

や未来の社会的課題や追求すべきテーマは何か、それに応じることのできる人

社系研究は何かということを、人社系のほうから探求して提示していくこと。

学際研究であること自体は目的ではなくて、社会課題の解決などをまず目的に

置くべきということですね。その上で、次にチーム形成や環境をどうするか、

プラットフォームづくりをどうするかというノウハウ等を考える段階。この 3

番目に関しては議論ができていますけれども、人社系としては、その前の二つ

の段階でもっと考えていったほうがいいのではないかなと個人的には思ってい

ます。

　これには、人社系は役に立たないということに対して、人社系というのは技

術的なことを開発するのではなくて、価値そのものを考える学であり、今後、

価値の軸が変わる段階で人社系研究というものが非常に役に立つものであると

いうことをまず認識していただきたいという人社系URAの側の思いがありま

す。あと、今年、コロナ禍があったということが非常に大きい。この夏、人社

未来系発信ユニットのほうで「立ち止まって、考える」というオンライン集中
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講義を開講したのですが、これはコロナ禍で人社系研究というのが、この問題

をどのように考えていけるかというテーマのシリーズ講義です。非常に聴講さ

れる方が多かったのですが、COVID-19 によって、潜在的にあった様々な社

会的課題が浮上してきて、それによって人社系研究に対するニーズが高まった

ことにより、人社系研究自体が先鋭化しているような気がしています。すごく

社会的需要や要請が増してきているので、ここに向けて人社系が何を提示して

いけるかということを考えたい。「提案する人文・社会科学」ということで新

たな価値の創出と共創に向けて、人社系URAが何をしていけるかということ

を考えたいなと思っています。

　すみません、少し長くなりましたが、以上です。トップバッターとして割と

大枠の話をさせていただきました。ありがとうございます。

＊1�発表資料に関してはこちらのURLにカラー版を掲載していますので、詳細をお知りになりた
い場合はご参照下さい。https://www.kura.kyoto-u.ac.jp/assets/1_2020-RMAN-J_slide.pdf
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